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 １　研究主題 

 A 基礎・基本の定着を図り  、  B 場面に応じて考えながら表現していく力の育成  　 

 〜情報端末を使った指導の工夫〜 

 ２　学校および生徒の実態 

 　本校は千葉県印西市の西部に位置し、開校３９年目を迎える。全校生徒８１８名（１学年８ク 

 ラス、２学年７クラス、３学年７クラス）から成る大規模校である。本校が位置する学区は既存 

 の住宅や新興住宅地、大型商業施設が多数建設されており、そのため生徒数は年々増加傾向にあ 

 る。学区の人口増加が著しく、他県出身の生徒も多い。また、以前から本校では保護者の学校教 

 育に高い興味や関心がみられる。また、比較的学力が高い生徒が多いとされ、学習に対しての関 

 心が高い傾向がみられる。本校にはALTが１名常駐しており、各クラスで週に１度の頻度で 

 ティームティーチングの授業が行われている。 

 　情報端末を用いて英語学習をすることへの生徒の意欲を調査するべく以下のアンケートを行っ 

 た。 

 （１）情報端末を用いて発表やプレゼンテーションをすることに興味はありますか︖ 
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 （２）情報端末を用いて文法演習などの個人学習をすることに興味はありますか︖ 

 （３）情報端末を用いて問題演習などの個人学習をすることで自分の得意分野や苦手分野　　　 

 を把握しやすくなりましたか︖ 

 （４）情報端末を使うことで、あなたの英語学習に対する意欲が向上しましたか︖ 
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 （５）　（４）の質問に対して、それはなぜですか︖ 

 ○「はい」「どちらかといえばはい」を選択した理由 

 ・情報端末だと筆記用具の準備が必要なかったり、鉛筆を動かしたりする手間が省けるため勉強 

 　がはかどりやすいと思うから。 

 ・情報端末によって問題などで間違えたところをすぐに見直すことができると思うから。 

 ・自動で丸つけをしてくれるのでサクサクできるため。また、ものによっては音声が流れるので 

 　スペルと一緒に発音も覚えられるため。 

 ・自分の苦手なものや得意なものをデータ化してわかりやすくすることで、モチベーションが上 

 　がるから。 

 ・他の生徒との意見交換が容易にでき、アナログの場合と違って参考画像などを使用できるので 

 　自らの考えを具体的に表現しやすい。 

 ・パソコンで問題を解いたほうが解答や丸付けがスムーズに進んで問題を解けた。 

 ・問題集が山ほど積んであるより、PC１つでいろんなことを学べたり、同時に検索もできたりし 

 　てやりやすい。資料として画像、映像を使って学べるから。 

 ・情報端末を使うことで自分から取り組もうとする気持ちが生まれると思うから。 

 ・何回でも挑戦できるので苦手な所を重点的に取り組め、苦手を少なくできれば意欲が上がると 

 　思ったから。 

 ・情報端末によって問題の演習や復習がしやすくなったと個人的に感じたから。 

 ・情報端末を使う方が効率よく教科書だけよりも楽しく学べると思うから。 

 ・情報端末を使えば知らない単語の発音がわかり話せるようになると楽しいから。 

 ○「いいえ」「どちらかといえばいいえ」を選択した理由 

 ・パソコンを取り出す時間がもったいないのとパソコンだと覚えにくいから。 

 ・プリントの方がやりやすいから。 

 ・紙に書いてもパソコンでやっても別に変わるとは思わないから。 

 ・タブレット端末を使うことで、ある程度の技術向上はあると思うけど、意欲で見ると他の学習 

 　と同じような気がするから。 

 ・タブレットを使っても作業みたいな感じで身につかないと思うから。 
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 ・タブレット端末を使うと他のことをしたくなってしまうと思うから。 

 ・ペンで書くほうが楽しいから。 

 ・タイピングとパソコンが苦手だから。 

 ・タブレット端末では、自分のスペルの書き方の癖がわからずに出来ているつもりになってしま 

 　うから。 

 ・機械の力に頼っていると知識が瞬間的なものになってしまい、長期記憶やアウトプットに繋が 

 　らない気がするから。 

 　アンケートの結果から、授業の中で情報端末を用いて活動や演習をすることに興味をもってい 

 る生徒が多いことがわかった。発表やプレゼンテーションをすることに興味をもっている生徒は 

 51.5%であり、76.7%の生徒は情報端末を用いて文法演習などの個人学習をすることに興味をもっ 

 ている。また、76.7%の生徒が情報端末を用いることで自分の得意分野や苦手分野を把握しやすく 

 なったと回答していることから、多くの生徒が個人学習で情報端末の使用を肯定的に捉えてお 

 り、特に文法演習などの個人学習で高い効果を発揮していることが分かった。さらに、情報端末 

 を使うことで英語学習に対する意欲が向上したと回答している生徒が70.5%であることから、今後 

 も情報端末を用いた指導を工夫していくことにより、生徒の学習への意欲を高め、さらに英語力 

 の向上を期待できる。 

 ３　主題設定の理由 

 　現代は情報化社会であり、グローバル社会と言われて久しい。コロナ渦の学校社会においても 

 「リモート授業」という新しいコミュニケーションの取り方も誕生している。未来を生きる生徒 

 達は、端末を用いてコミュニケーションやプレゼンテーションをする時代に対応できることが求 

 められている。そのような社会情勢の中で今まで以上に「即興性」の要素を含むテンポのあるコ 

 ミュニケーションが重視されるようになった。その一方で、学習者は文法の「正確性」を身につ 

 けなければならず、授業の中で両極端の性質にあるものを授業者がどのようにバランスよく扱う 

 かの判断が求められるようになった。 

 即興性が身につくまでのプロセスでは、学習者は幼な子が言語を習得するように、何度も 

 繰り返し間違えながら正しい表現を身につけることが求められる。しかし、現状では学習者の学 
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 び方は「受け身」になりがちであり、発信する以前に正確に話すことに捕らわれてしまい、伝え 

 ることを躊躇してしまうことが多い。その現状を少しでも改善し、スモール・ステップで指導し 

 ながら生徒の「即興性」を育むことはできないだろうかと考え、本主題を設定した。 

 生徒が発信することに躊躇してしまう理由は２つある。第１の理由は英文法の間違いへの不安 

 が挙げられる。そのために主題設定Aの「基礎・基本の定着」を図ることが最も先決であると考え 

 た。基礎・基本の定着のために必要なことは、自分の文法の弱点を正しく知ることである。主題A 

 の段階では正確性を追求してこそ、基礎・基本が定着できると考え、評価する時も正確性に重点 

 を置いた。情報端末を使って各文法項目の小テストを実施し、学習者が苦手とする文法のつまず 

 きはどこなのか把握させ、情報端末を教科書の補足的な教具として使い、生徒の「わかった」 

 「できた」という達成感を増やしていくことが重要であると考えた。 

 生徒が躊躇してしまう第２の理由は、その学習活動をなぜやるのか、どのようなプロセスで進 

 めるべきなのか明確でないことが挙げられる。例えば、道案内の題材を教える場合に、「困って 

 いる人に道を教えましょう」という漠然とした設定よりも、「あなたは今浅草に来ています。路 

 線図のガイドマップを持っている外国人に上野駅への行き方を聞かれました。どのように説明し 

 ますか。」と場面を具体化した方がリアリティーがあり、どうすれば学習課題を達成できるかが 

 より明確になる。また生徒の実態を考えた場合には、浅草よりも生徒になじみのあるディズニー 

 ランドの行き方や、中学３年生であれば高校への行き方を説明する方が、生徒のニーズにあった 

 課題に調整することができる。 

 授業における場面設定の重要性を踏まえて、主題設定Bの「場面に応じて考えながら表現してい 

 く力」の育成を研究主題の後半部分に設定した。このBの段階においては正確性よりも即興性に重 

 点を置いて生徒が活動できることを条件とした。場面に応じて考えながら表現するためには、 

 「即興性」が求められる。この「即興性」を育むための必要条件は「生徒が主体的に学ぶ姿勢」 

 が不可欠である。「主体的に学ぶ姿勢」の背景には「相手に英語を使って伝えたい」という動機 

 が必要である。生徒が日本語ではなく英語で伝えたいと思うようにするためには「場面設定」を 

 生徒の実態に合わせて工夫しなければならない。場面設定が学習者にイメージしやすければしや 

 すいほど、相手に伝える必然性をもたせることができる。「場面設定」がうまく機能すれば生徒 

 の表現力の幅が広がり、伝えたいという動機も強まるのではないかと考えた。 

 以上のことから、Aの「基礎・基本の定着（正確性）」を土台として、Bの「場面に応じて考え 
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 ながら表現していく力（即興性)」の育成へとつながるような段階的な指導とは何かを追求するた 

 めに本研究主題を設定した。 

 ４　研究仮説 

 　　仮説１　情報端末を用いて、個に応じた文法学習を行うと同時に、協働学習を取り入れるこ 

 とで、表現することの楽しさが実感できるだろう。 

 　　仮説２　相手をより意識できるような場面・状況の設定を行うことで、工夫して表現しよう 

 とする力が育まれるだろう。 

 ５　研究の内容と実践 

 　本校では各学年の学習到達目標をCAN-DOリストの形で設定している。2年時での｢話すこと 

 （やり取り）｣と3年時での｢話すこと（やり取り）｣の達成に難しさを感じる。特に、分からない 

 表現を別の表現に言い換えたり、物語についてその感想や自分の考えを伝えたりすることなどの 

 力の達成が困難である。本校では、これらの力の育成を達成するために、生徒たちの会話での表 

 現力の育成を基板として、そこから即興で様々な表現をすることができる力の育成を目指してい 

 く。そのための指導や実践を次に示していく。 

 （１）仮説１より 

 　ア．英文法診断シート 

 　学年・単元　　　３学年 

 　実施時期　　　　１学期に２回（６月初旬・７月中旬）、２学期に２回（実施予定） 

 目  的  　  　  　  　  　  　  ３  年  間  の  英  文  法  の  問  題  を  幅  広  く  解  く  こ  と  で、  自  分  が  苦  手  と  す  る  英  文  法  は  ど  こ  か 

 　　　　　　　　　に気づくことができる。 

 　使用したツール　Googleスプレッドシート 

 　①スプレッドシートの英文法○✕問題に３０問取り組む。（図１を参照）（７分） 

 　②生徒は「判定」の欄をクリックし、各自で答え合わせをする。　　　　（２分） 

 　③自分が間違っていた問題について「英文法診断シート」に記入する。　（１分） 
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 　　ノートの裏表紙に貼っておき、いつでもポートフォリオが見られるようにしておく。 

 　　（図２を参照） 

 　④間違えた文法問題を選び、eライブラリの問題に挑戦するように指示する。（１０分） 

 （図１） 

 （図２） 
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 （図2） 

   英⽂法診断表にチェックを⼊れよう 
  ⽂法   第１回    第２回 

   
  第３回    第４回  

   
 記⼊例    〇     〇     ×       〇 
 ①⼀般動詞 
 ②Ｂｅ動詞 
 ③３⼈称単数現在形 
 ④疑問詞 
 ⑤冠詞 
 ⑥代名詞 
 ⑦単数・複数 
 ⑧命令⽂ 
 ⑨前置詞 
 ⑩現在進⾏形 
 ⑪過去形 
 ⑫be動詞の過去形 
 ⑬過去進⾏形 
 ⑭未来形 
 ⑮There is /are 
 ⑯助動詞 
 ⑰接続詞 
 ⑱不定詞 
 ⑲動名詞 
 ⑳⽐較 
 ㉑better /the best 
 ㉒受動態 
 ㉓現在完了（継続） 
 ㉔現在完了（完了） 
 ㉕現在完了（経験） 
 ㉖関係代名詞 
 ㉗構⽂ 
 ㉘分詞の後置修飾 
 ㉙間接疑問⽂ 
 ㉚仮定法 

 ★  ⾃分の弱点分析に役⽴ててください。★    
 成果と課題 

 ・英語が苦手な生徒にとっては、英文法診断は好評であった。テスト形式だと学習者は萎縮して 

 　しまうが、情報端末で瞬時に答えがわかる方法であるため気軽な気持ちで受けることができ 

 　た。 

 ・英語が得意な生徒にとっては、全問正解という生徒も多くいて、この英文法診断シートが物足 

 　りないと感じる生徒もいたようだ。それらの生徒には、次の学習の方向性を示せるような何か 

 　があるとよいと感じた。 
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 イ．教科書Activities  Plus の活用 

 学年　　　　３学年（全学年で実施可能） 

 実施時期　　３年１学期（教科書の進度に合わせて随時実施可能） 

 目的　　　　 Speaking練習　話すこと（やりとり）　 

 　　　           既習の英文を用いて自分の事について英語でやりとりを行なう。 

 ○Topics for Speaking  （実施時間１０〜２０分程度） 

 話題（Topics）の中から1つを選び、その話題で友達と対話を行なう。 

 　＊会話が続くように、積極的に相づちをうったり、２文以上で答えたり、質問をしたりする。 

 指導の手順 

 １．情報端末（タブレット）のロイロノートに自分の考えや答えを書いて提出させる。　　　　 

 　（時間は５分〜１０分） 

 ２．提出できた生徒は、見なくても言えるように、自分の書いた答えの文を覚える。 

 ３．隣の生徒とペアになりじゃんけんをする。勝った者が先に質問をし、負けた者が答える。次 

 　　に質問する側と答える側の役割を交代する。 

 ４．縦２列の時計回り（または反時計回り）でペアを変える。５〜６人のパートナーと対話練習 

 　　を行なう。 

 ○Questions & Answers   （実施時間１０分〜１５分程度） 

 指導の手順 

 １回に扱うのは5〜８つくらいの質問とその応答で実施することが多い。 

 １．Questions & Answers 　質問と応答例をALT（JET）と発音練習する。 

 　＊教科書に答えとなる応答例が載っているが、場合によっては、教科書に載っていない否定の 

 　　内容の応答例を紹介したり、別の応答例を口頭で示したりする。 

 ２．生徒を立たせ隣の人とじゃんけんをする。勝った者が質問をし、負けた者が答える。 

 　最終的には生徒一人ひとりが自分なりの答えを即興で考えて答える。 

 　１つのペアで、時間は１分〜４０秒と設定し、徐々に時間を短くしている。 

 　＊教科書の例文をできるだけ見ないように。対話なのでアイ・コンタクトを意識するように指 
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 　　示を出す。 

 　＊早く終わったペアはじゃんけんに負けた者からの質問をする。 

 ３．縦２列の時計回り（または反時計回り）でペアを変える。５〜６人のパートナーと対話練習 

 　　を行なう。 

 　＊同じ内容の質問なので答えやすい。パートナーによって答えの内容が異なるので興味が持続 

 　　する。何回もくり返すので、だんだんとスムーズに言えるようになっていく。じゃんけんに 

 　　よって質問する側と答える側の両方の練習ができる。時間制限があるのでスムーズに話そう 

 　　と頑張ることができる。 

 成果と課題 

 ・全学年で実施可能。既習事項を踏まえたやりとりの練習ができる。 

 ・相手によって答えの内容が異なるので、やっていて楽しいという生徒の声があった。 

 ・学年が上がるにつれて使える英文のバリエーションが広がってくるので、実践的なやりとり　 

 　の練習ができる。 

 ・相手を変えて繰り返しやりとりの練習ができるので、徐々になめらかに英語を話すことがで　 

 　きるようになっていく。 

 ・英文の正確さなどで、問題がある生徒もいるが、とにかく相手に伝えようとする姿勢を育む　 

 　ことができる。 

 ・情報端末を用いることにより、いきなり対話を始める前に準備をすることができる。 

 ・苦手な生徒への支援や個別のアドバイスが必要である。 

 ウ．グループリーディング 

 〇教科書の穴埋め音読 

 学年・単元　　３年生　単元　　Lesson1-3 

 実施時期　　　１学期 

 目的　　　　　シーフードチャウダーの作り方を英語で説明しよう。 

 　　ア　(  )に入る語を教科書を見ないで読めるようにし、内容理解の一助とする。　 

 　　イ　仲閒と助け合って音読する力をつける。 
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 　　　　　　　ウ　読む速さの追求（ペアで協力して目標50秒以内で読み終える） 

 使用したツール　ロイロノート 

 指導の手順 

 １．YouTubeでシーフードチャウダーの作り方のビデオを5分間見せる。 

 ２．New wordsをロイロノートで確認する。教師の後にリピートして発音を確認する。 

 　　その後右の目隠し用のピンクの長方形を左側に指で動かして単語を隠す。（図１を参照） 

 （図１） 

 ３．ペアになり４０秒間、日本語から英語に変換して言えるように問題を出し合う。 

 ４．教師のModel reading・・・教科書を全体で2回速さを変えて読む。 

 ５．生徒同士での読む活動・・・ジャンケンをして負けた生徒はシート１、勝った生徒はシー　 

 　　　　　　　　　　　　　　　ト２を読む。(１分間✕５セットを行う） 

 　　①２回目までは教科書と情報端末を交互に見ながら読む。 

 　　②３回目からはロイロノートだけを見て穴埋め音読する。 

 　　　（ペアはパートナーを変えながら練習する。）　 

 　③Challenge Time･･･全員教科書を閉じて1人ずつ指名し、穴埋め音読に挑戦する。 
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 成果と課題 

 ・コーラスリーディングからペアリーディング、最後にクラスの代表が読むという段階的な活動 

 　をすることにより、生徒は活動への見通しをもち参加することができた。 

 ・料理という文章だけでイメージすることが難しい題材は、写真を提示することによりスムーズ 

 　に理解することができた。 

 ・ペアで活動することで、生徒同士がわからない単語を教え合ったりすることができた。 

 ・勝った人と負けた人で見るシートの内容が異なるのでインフォメーションギャップが生じて協 

 　働学習が成立する。 

 ・指導者は教科書で覚えてほしい単語や注目してほしい文法などを穴埋めでコントロールするこ 

 　とができた。生徒がどこで間違えやすいのかに気づくことができ、机間巡視の際に、ピンポイ 

 　ントで生徒に助言できた。 

 ○教科書の穴埋め音読進化形 

 学年・単元　　　　２学年　　単元　　Lesson6-1（比較級・最上級） 

 実施時期　　　　　２学期 

 目的　　　　　　　比較級・最上級の英文に重点を置きながら本文を読める。 

 使用したツール　　ロイロノート 

 指導の手順 

 １．デジタル教科書で文字抜きの音声と挿絵だけの資料を流す。 

 ２．New wordsの確認・練習→ロイロノートを用いて練習する。 

 ３．始めの２回は、教科書を見ながら一斉音読で練習する。 
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 ４．３回目からは、ペアで練習をする。教科書は見ないで情報端末だけで読む活動をする。ジャ 

 　　ンケンで勝った方が短い文のKentaを、負けた方が長い文のEmilyを担当する。その際に 

 　　３５秒以内に読むことを目標として知らせる。 

 成果と課題 

 ・生徒はアンダーラインを引いてある行が最も重要な文だと理解しながら、読む活動に取り組む 

 　ことができた。（　　）の中身に和訳を英語の語順にして提示しておくことで、生徒は無理な 

 　く英語に直すことができた。 

 ・本文の文法の解説も予めロイロノートに提示しておくと説明の時間が省ける。 

 ・丸暗記の活動になっているので、本当に比較級の文そのものが習得できたのかどうかが評価し 

 　づらい。 

 ○教科書の穴埋め音読&発表 

 学年・単元　　　２学年　　単元　Review Lesson　Part 2 

 実施時期　　　　２年１学期 

 目的　　　　　　旅行ガイドになったつもりで写真について友達に説明しよう。 

 使用したツール　ロイロノート 
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 指導の手順 

 １．New words の確認をする。 

 ２．本文のペア音読練習をMs.KingとGuideに分かれて練習する。 

 　　読むのに慣れてきたらピンクの四角を動かし、本文の所々を隠して読む活動にする。 

 ３．ジャンケンで勝った人がシート１、負けた人にシート２を用意し、本文を見ないで説明でき 

 　　るように練習する。 

 ４．４人グループになり、ミニ発表会を行った。その際に、写真がクラスの生徒に見えるように 

 　　情報端末を相手側に提示しながら発表を行った。 

 　シート１　勝った人用　　　　　　　　　　　　シート２　負けた人用 

 ○教科書のTFクイズ 

 学年・単元　　　２年　　単元　Lesson６２ 

 実施時期　　　　２学期 

 目的　　　　　　本文の内容がどれくらい理解できているか確認する。 

 使用したツール　ロイロノート 
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 指導の手順　　　音読練習後に教科書を見ながら実施する。（４分） 

 評価　　　　　　３問中２問は全員正解を目指す。 
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 成果と課題 

 ・１，２問目よりも３問目が細部についての質問であり難しいことから、手がかりとなる言葉を 

 　提示した方がよい場合もある。 

 ・問題に関係する部分に関連する絵を入れることで、生徒は質問内容について理解しやすくなっ 

 　た。 

 ・生徒は自分で答え合わせができる。不正解の場合の解説をあらかじめ書き入れておくことがで 

 　きるので、解説を教師がする必要がない。 

 ・各クラスごとの集計は難しいが、全体の達成度が質問ごとにわかるので、指導者はどの部分が 

 　理解できていないかの傾向をつかみ指導することができた。 
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 　（教師側で管理できる評価画面） 

 ○教科書グループ音読 

 学年・単元　　　３学年　単元　　Lesson２３ 

 実施時期　　　　１学期 

 目的　　　　　　４人で協力して速さを意識しながら本文を読む。 

 使用したツール　ロイロノート 
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 指導の手順 

 １．１人ずつ色を決めて黒→赤→青→緑の順に読むように指示をする。 

 ２．４色すべての色を１回ずつ担当しながら合計４回読む。 

 ３．５回目からは発展型グループ音読として１文単位ではなく、チャンクごとに色分けしたもの 

 　　でグループ音読をする。 

 ４．色別になっているチャンクごとに和訳を担当しながらグループで和訳リレーをする。 

 　（４分） 

 成果と課題 

 ・紙媒体と異なり、４色に分けて提示できるので本文のグループ音読が簡単に指示しやすい。 

 ・音読練習は単調になりやすいが、グループで読むことで積極的に参加しやすくなった。 

 ・代名詞が指すものは何かや、新しい文法の解説といった細かい文法指導をとる時間が減ってし 

 　まった。 

 ○教科書本文のリスニング活動 

 学年・単元　　　２学年　　単元　Reading  Stone Soup 

 実施時期　　　　３学期 

 目的　　　　　　リスニング活動　　内容を聞いてStone Soup の調理の手順を理解する。 
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 使用したツール　ロイロノート 

 指導の手順 

 １．デジタル教科書で本文を３回聞かせる。 

 ２．生徒に問題シート（A）を配布する。①と②を例として③〜⑨までの調理手順の番号シートを 

 　　動かして絵の中に入れるように指示する。 

 ３．解答速報シート（B）を配布し、答えを確認する。 

 　（A）問題シート　　　　　　　　　　　　　　　 （B）解答速報シート 

 成果と課題 

 ・解答速報シートで時間をかけずに答え合わせをすることができた。 

 ・絵に興味を持ち、苦手な生徒も意欲的に取り組むことができた。 

 エ．Listening　　　効果的な聞かせ方（ESL cyber listening lab） 

 　学年・単元　        １学年 

 　実施学期　  　　  １学期 

 　目的  　　   段階を経て、ネイティブのスピーチに慣れ、理解することができる。 

 使用したツール      ESL cyber listening lab 
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 指導の手順 

 １．まず最初にどのようなトピックについて話しているのかを把握するために、聞こえた　　　 

 　　英単語を日本語で紙に書かせる。 

 ２．出てきた英単語を整理しつつ、登場人物やどのような場面かを共有し、共通理解を行う。 

 　　行ったやりとりを一部抜粋したものが以下の通りです。 

 教員　Who is he?  生徒　He is Joshua. 

 教員　How old is he? Please guess.  生徒　He is eight or nine. 

 教員   Where is he from?  生徒　America? Canada? 

 ３．複数設定されている問題の中で、既習の範囲で答えられる問題を選び、質問（１つ目の質　 

 　　問、２つ目の質問）の内容を理解した後、範囲を限定して流し、リスニングに取り組む。そ 

 　　の後、解答を確認する。 

 ４．最終問題として、同学年で学ぶ未習の問題を選択し、質問内容を共通理解した後、解答にあ 

 　　たる範囲を流し全体で答え合わせを行う。 

 （1つ目の質問） 
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 （2つ目の質問） 

 （3つ目の質問） 

 成果と課題 

 ・複数回同じスピーチを聞くことで、徐々にネイティブの英語に慣れることができた。 

 ・事前に質問の意図や、範囲を限定することで生徒が情報を明確に整理することができた。 

 ・生徒がそれぞれ答え合わせができ、その場での達成度は把握できるが、生徒独自に行なった場 

 　合把握できない。 

 Randall's ESL Cyber Listening Lab.「English Listening」. 

 https://www.esl-lab.com/easy/school-schedule/, (参照 2023-08-01) 
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 （２）仮説２より 

 ア．個人スピーチ（情報端末を使ったプレゼンテーション） 

 学年・単元　  　１学年　 単元　Lesson3（三人称単数現在形） 

 　　　　　　　　〜あなたの推しについて紹介しよう〜 

 指導時期  　１学期末　７月 

 目的  　あなたの推し（好きな人物）の魅力を友達にアピールしよう。 

 　写真やイラストのみを用いて自分の伝えたいことを相手に伝えることができる。 

 使用したツール　ロイロノート 

 指導の手順 

 １．お手本となるプレゼンテーションを生徒に聞かせ、その中で聞き取ったことをメモさせる。 

 ２．ロイロノートを用いて生徒は以下のテキストに紹介したい推しについて入力し提出する。 

 ３．プレゼンテーションの原稿となる、下書きをロイロノート上で作成する。 

 　（この下書きは、発表の準備用であり、発表の際原稿を読むことはしない。） 

 ４．プレゼンテーションで使う写真やイラストをロイロノートに提出する。 

 ５．教師は、送られてきたイラストをスクリーンに写し、生徒はそれを示しながらプレゼンテー 

 　　ションを行う。 

 （下書き記入例） 
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 （シート1）　　　　　　　　　　（シート2）　　　　　　　　　　　　（シート3） 

 　　　　　　　   →　　　　　　　　　　　　　　    → 

 評価について 

 　１．ジェスチャーやアイコンタクトを用いて、相手に伝えることができる。 

 　２．適切な声量で話すことができる。 

 　３．イラストや写真だけを使って、その人物について説明することができる。 

 成果と課題 

 ・ロイロノート上で生徒の進行具合を一括で確認することができた。 

 ・段階を踏んで準備を進めることで、生徒は見通しを持って準備をすることができた。 

 ・プレゼンテーションのテーマが生徒にとって関心が高いものだったため意欲的に取り組む生徒 

 　が多くいた。 

 ・原稿を見ずにイラストや写真のみを見てプレゼンテーションを行う訓練ができた。 

 ・原稿を見ずにプレゼンテーションを行ったため、発表までの準備に時間がかかった。 

 ・写真を選ぶ時間やテーマとなる人物を決めることに時間をとられる生徒が多くいた。 

 イ．ＡＬＴとの対話練習 

 学年・単元　　　３学年　単元　Useful Expressions（観光案内所） 

 実施時期　　　　１学期 

 目的　　　　　　目的地への電車での行き方を聞かれたときに、路線図を見せながら即興で伝え 

 　　　ることができる。 

 使用したツール　  Chiba Train Route Map 
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 指導の手順 

 １．教科書を使い、乗り換え案内に必要な表現の使い方を知り、練習する。 

 ２．教科書の表現を十分に言えるようになったら、路線図を印西市周辺のものへと変更する。 

 ３．周辺の商業施設や高校への行き方について確認し、クラス全体やペアで練習する。 

 ４．ＡＬＴは生徒１人１人と対話しランダムに目的地をたずねる。 

 ５．生徒はたずねられた目的地に対して即興で行き方をＡＬＴに伝える。 

 　　目的地の例（高島屋、東武百貨店、成田山新勝寺、小金高校、我孫子高校、成田高校など） 

 Ryoko.info.「Chiba Train Route Map」. 

 https://www.ryoko.info/01en/rosen/train/chiba.html?authuser=0,(参照 2023-08-01) 

 成果と課題 

 ・路線図をワークシートに印刷すると範囲が限定されてしまうが、情報端末を用いるとカラーで 

 　範囲も限定されないため活動しやすかった。また、実在する場所を目的地として練習すること 

 　で、教科書の表現を実践的に活用できることを実感し、より主体的に活動に取り組むように　 

 　なった。 

 ・３年生の授業で行ったため進路指導の一環として目的地に高校を加えた。いくつかの高校への 

 　行き方を確認できたり、これまで知らなかった高校の存在について知るきっかけになった。 
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 ・ＡＬＴとの対話の中で、即興で乗り換え案内を伝えることができたという経験が生徒の自信と 

 　なった。 

 ウ．英作文①　情報端末を用いて夏休みにしたいことを未来形で書かせる 

 学年　　　　　　３年生　 

 実施時期　　　　７月最初の授業 

 目的　　　　　　復習として夏休みの予定をbe going to をつかって書く。 

 使用したツール　Padlet 

 （Padletの画面） 

 成果と課題 

 ・Padletはフリースタイルの英作文を書かせたい時に有効なツールである。 

 ・作文が苦手な生徒も辞書機能をつかって積極的に自己表現しようとする態度が見られた。 

 ウ　英作文②　夏休みに体験したことを書かせる 

 学年　　　　　　２学年　 

 実施時期　　　　９月最初の授業 

 目的　　　　　　過去形や不定詞の復習として 

 使用したツール　Google スプレッドシート 
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 （Google スプレッドシートの画面） 

 成果と課題　 

 ・  ス  プ  レッ  ド  シー  ト  は  Padlet  よ  り  も、  教  師  が  意  図  的  で  形  式  に  基  づ  い  た  英  文  を  書  か  せ  た  い  時  に  有  効 

 　であることがわかった。 

 ・生徒の文法の間違いがすぐに指摘できるので、机間巡視をしなくても画面で個々の進捗状況が 

 　確認できる。生徒がどのような間違いをするのか、画面を見て瞬時にわかるので机間巡視の際 

 　に的確な指示を出しやすい。自由作文ではなく、ある特定の文法を手順にのっとって書かせた 

 　い時にこのツールは有効である。 

 ・２番、３番の生徒のようにplayの後に 修飾語句を付け足すとよいなどの指示ができた。 

 ・間違いを直した後に発表するので生徒は自信を持って発表できる。 

 ・フォントを統一しないと「I」と「l」の区別ができないので、フォントを指定して行う必要があ 

 　る。 

 ６．研究の成果と課題 

 （１）仮説１ 

 《成果》 

 ・情報端末を用いて学習する形態に生徒が慣れ、教科書と情報端末を併用して学習　することが 

 　習慣となった。特に教科書本文をアレンジした音読活動では、情報端末を使うことで、教師の 

 　日本語での説明や指示が短縮され、生徒は教科書に頼らずに音読しようと前向きに学習でき　 

 　た。 
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 《課題》 

 ・授業の中で１０分間は書く活動にあてているにも関わらず、定期テストにおいて基礎的な単語 

 　を書くことができない点では課題が残る。書く力をつけるには、今後も端末以外の学習時間を 

 　しっかり取ることを継続していきたい。 

 （２）仮説２ 

 《成果》 

 ・生徒が作業している画面を教師が手元の情報端末からも確認できるため、生徒１人１人の取り 

 　組みをリアルタイムで確認し、進捗が止まっている生徒にはどこでつまづいているのかを把握 

 　し、効率的に指導をすることができた。 

 ・スプレッドシートやロイロノートを用いることで、クラスメイトが書いた意見などの英文をク 

 　ラス全体で共有することが容易となった。その結果、多くの英文に触れる機会が増え、クラス 

 　メイトと考えを共有することができるようになった。 

 《課題》 

 ・Projectの単元では、自分の発表で端末を使いながら英語を話すという形態に、どの学年も慣れ 

 　ることができた。学校内で学年が上がるごとにどのような力を段階的につけていけばよいのか 

 　という部分は、教科内で評価の基準をもっと詰めていく必要がある。 

 （３）まとめとして 

 　情報端末をTPOに応じてどのように使うことが学習者にとってベストなのかまだ模索中の段階 

 である。情報端末で様々なソフトウェアやツールを用いる利点はあるものの、思わぬ操作ミスで 

 授  業  の  進  度  が  遅  れ  て  し  ま  う  こ  と  も  あっ  た。  ICT  支  援  員  の  ア  ド  バ  イ  ス  を  得  な  が  ら、  Do  See  Plan  の  サ 

 イクルで授業のスキルアップをすることができた。 

 端末を使うことで生徒達は、今まで知らなかった単語に触れ表現の幅も広がった。情報端末を 

 使いながらのプレゼンテーションもすっかり板についてきた。自分の紹介したいことを写真や絵 

 を添付して発表できるので、生徒達の表現の幅も広がった。しかし、それで生徒達の英語力が鍛 

 えられたのかというと、そうとは言い切れない。発表の段階においてさえも学習者は英語力では 

 なく暗記力に留まっている。主題設定でも述べたが、学習者は「正確性」に重きを置いており、 
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 とっさのひとこと＝「即興性」を身につけるまでには至っていない。その部分を掘り起こすため 

 には各学年ごとに会話の中での「とっさのひとこと」として、どのような語彙を身につければよ 

 いのか、３年間の見通しをもち指導して行く必要がある。学年ごとの見通しをもち表現指導に当 

 たることが今後の課題である。特にCANーDOリストの３年生の学習到達目標が求める即興性の 

 部分は他の項目の目標と比べてハードルが高く、ペア活動での「やりとり」の部分をもっと強化 

 していかなければならないと感じている。そのためには、生徒が予想できるつまずきを予想し、 

 支  援  で  き  る  言  語  環  境  を  整  え  て  い  き  た  い。  ま  た、  日  頃  か  ら  ト  ピッ  ク  に  対  し  て  What  do  you  think  of 

 it?という投げかけを増やしていかなければ、自分の考えを示す部分が育っていかないと感じた。 

 文法の導入授業に比べて教科書本文の授業は、総じて「正確性」に重点を置きがちである。情報 

 端末を使って、教科書という素材をアレンジする所まではできたが、今後は教科書本文のリテリ 

 ングという段階まで視野に入れて、生徒が表現できる場面を授業の中に組み込んでいきたい。 

 　指導者は学習者に対して「正確性」に重きを置きがちである。発表している段階で間違いを指 

 摘されると学習者は落胆してしまう。生徒が文法で間違えていたとしても、場面・状況に応じて 

 表現されていたならば大いに褒める視点をもちたい。そのためには、「指導と評価の一体化」に 

 ついても教師側の意識を変えて行かなくてはならない。定期テストでたくさん書いた生徒の答案 

 にふさわしい点数をつけられないもどかしさを感じている。評価が「正確性」だけの視点しかな 

 いため、３単元のSが落ちていたら、他の箇所は書けているにもかかわらず✕というような評価に 

 なっている場合が多い。生徒の表現力に相応な評価の仕方についてどうすれば妥当な評価となる 

 のか教科内で統一した基準を今後検討していきたい。生徒に「あなたはこの部分を頑張ったので 

 すね。」と言える評価を示すことが生徒の自信となり、即興性への素地を養うことにつながると 

 感じている。 

 《参考文献》 

 ・「英語授業のタブレット活用」瀧沢広人・渡部正実　学陽書房 

 ・「英文法指導アイディアブック中学３年」瀧沢広人　明治図書 

 ・「英語教科書本文活用術︕」　田尻悟朗著　教育出版 
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